(IFREFKFE] X557 —5 Lk

A55—4~IEE A5 5 —4 stk
1 ID
2 | RES RO AW
3 |&84a HEFNV— MEOKRA
4 | NENR MWL - FEEL
5 | #&5IE M - ik - HFRTL— - fEOKA
HEI LI EEOEL T, HHOHFATHLH D, [HEF /L TIL
) HER] LbRLT D,
FERFNL—THHL (DATZAS 5 OHER) OB LWREORE LT
EE, BT 8 R THFHOMEEL~IEL L LTEELNTE, ILX
ITEFRORTE > T2 PR O] LATE LN, BEER L LT 28K
WZHFE T SN2, mOET O TEEIC N, BEiffto T I8 TL <
ol nbitTing,
FERFNL—DREEOOL DICLL TOBD D D, B A %I B ~TA7>
I H RE TRV GRS 12D DG % 1D A% L IR ZIAD TRRATE
b Tns,
(B BLHHECHEERhAAL BRABS LR THE T b &
(EIR) 1RO LWILEHEIIE T ORWADNEZEZ 5 L o THIT TR
6 SHER T=DIE5 9D,
Flo, MEEZKATERG® 5,
(BRER) fhEafb L £ IMB e & k72 2 BB 0L < AT
(BWR) P DIE L L L BRERDDIKATTRDOE 2 L %EIAD T
1 D R AT T PR ST AT & IRER N R X — 2 L PG DEA b
ROETF, §Y LL DAMMTERIGITNE L TV D,
17 A, PBOKRADH > o ilEH (S I3EEEM L -
TR AMINCHE SN TV E STV D,
MR RAST XA, PR IRSZIEAE « BAEE 1T 1770 4R oD X 23 B A7
LCEY, TVF L~y 7 [l - 5 RIEEMBEEE) & L TA ST
W5, ZOREBICHMEORAITHINTHNDE LS TH D,
7 | EX #rlkiE (jpg)
8 K4 PR3« sk
9 BK-f 2021/12/26
10 | s - 35PR IR AR SR 1 T H 20-3
11 | FIR&KH Fr 4.0 EEE (CC BY 4.0)
12 | BEEl
13 | ENE sz B 22 - K5
14 | BHE 7L
15 | &i%H 2021/01/28
16 | BiE HES<H



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%90%89%E7%90%83%E7%8E%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%82%A3%E8%A6%87%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%BB_(%E9%82%A3%E8%A6%87%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%89%E5%8F%B8

17 | IJ7O0N—4 cired0915-0021. jpg
18 | HAR1TIL
19 | 2AEDOAE ZNBH AT
fhEoRA (R LEXT7o—) 1, B33 443 A 14 BIZiRE
TEDOSALA (IR E LB - RIRGLEY) [THRESNTEY ., EOHKOEET
IR HDEERERE o TV D,
RO RAT, IR OFERNEK FEERHE LTV & DRk [/
BEFE) GREMENSE ) cdb v, i MhEiiok (oL E A —
20 | xN8& IA2) | TKEORT (77— A=) 72 &L L, BRI b
DOREVEE LTREICEN T T,
EORAT, @6 A— L, RO BT 25 A — MLVOBRERA
JRAE T, EDTEITRICEAESNTIEARE [ vF ] & XiEn2808H
LV EBEZOBIEONEETHoT-Z EERLTNA,
21 | xEBXIE
22 | xFIBADEH A, AEETE, HugE
23 | xiEER
24 | xuEOEX
25 | RSV > U1EER
26 | BHE
27 | 8N





【岐阜女子大学】メタデータ記述用紙

		

		メタデータ項目

		メタデータ記述欄



		１

		ID

		



		２

		表題名

		沖縄の歴史上人物



		３

		資料名

		吉屋チルー　仲島の大石



		４

		内容分類

		郷土・歴史



		５

		索引語

		沖縄・琉歌・吉屋チルー・仲島の大石



		６

		説明

		吉屋チルーは琉球王国の遊女で、琉歌の歌人でもある。「吉屋チル」「よしや」「吉屋」とも表記する。

吉屋チルーは読谷山（ゆんたんざ；今の読谷村）の貧しい農民の娘として生まれ、わずか8歳で那覇の仲島遊郭へ遊女として売られてきた。よしやは遊郭の客だった「仲里の按司」と恋に落ちたが、黒雲殿とよばれる金持ちに身請けされたため、添い遂げられず悲嘆にくれ、食を絶って18歳で亡くなったといわれている。

吉屋チルーの代表作のひとつに以下の歌がある。故郷を後に遊郭へ向かう中、大きく深い川（比謝川）にかかる橋を渡る不安と恨みを込めて詠んだ歌といわれている。

（琉歌）恨む比謝橋や情きねん人ぬ　我ん渡さと思て掛きてうちぇさ

（意味）恨めしい比謝橋は情けのない人が私を渡そうと思って掛けておいたのだろうか。



また、仲島を詠んだ歌もある。

（琉歌）仲島ぬ花と美らさ咲ちなぎな　詠だる琉歌数に心くみて

（意味）仲島の花と美しく咲きながら詠んだ歌の数々に心を込めて



仲島の大石は沖縄県立図書館と那覇バスターミナル、商業施設の複合施設の裏手、朝夕と多くの人が行き交う場所に位置している。

17世紀後半、仲島の大石のあった仲嶋村（仲島村）には首里王府によって遊郭が公的に設置されていたとされている。



沖縄県立図書館、沖縄県立博物館・美術館には1770年頃の古地図が現存しており、デジタルマップ「沖縄・首里那覇港図屏風展」として公開されている。この屏風絵にも仲島の大石は描かれているようである。



		７

		形式

		静止画（jpg）



		８

		氏名

		撮影者：******



		９

		時代・年

		2021/12/26



		１０

		地域・場所

		沖縄県那覇市泉埼1丁目20-3



		１１

		利用条件

		表示 4.0 国際 (CC BY 4.0)



		１２

		関連資料

		



		１３

		権利者

		岐阜女子大学



		１４

		協力者

		なし



		１５

		登録日

		2021/01/28



		１６

		登録者

		田港さくら



		１７

		ファクトデータ

		circd0915-0021.jpg



		１８

		サムネイル

		[image: ]



		１９

		公開の可否

		公開可



		２０

		＊特色

		仲島の大石（なかしまヌウフシー）は、昭和33年3月14日に沖縄県指定の文化材（県指定史跡・天然記念物）に指定されており、昔の自然の様子を伝える貴重な資料となっている。



仲島の大石は、久米村の住民が風水上重要な地としていたとの記述が『南島風土記』（東恩納寛惇　著）にあり、付近は「仲島前の浜（なかしまメーヌハマ）」、「大石の前（ウフシーヌメー）」などとよばれ、近隣住民にも縁起の良い岩として大切にされてきた。



仲島の大石は、高さ6メートル、中央部の周囲は約25メートルの琉球石灰岩で、岩の下部は波に侵食されてくぼんだ「ノッチ」とよばれる跡があり、昔このあたりが海岸であったことを示している。



		２１

		＊活用支援

		



		２２

		＊利用分野

		教育、生涯学習、地域学習



		２３

		＊改善結果

		



		２４

		＊処理プロセス

		



		２５

		機関外リンク情報

		



		２６

		目標

		



		２７

		紹介
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